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【研究の背景・目的】 

日照時間（日長）や温度など、生物をとりまく環
境は季節に応じて変化する。生物は毎年繰り返され
るこの季節変化に適応するために、外的環境の変化
を感知し、成長、繁殖、渡り、冬眠などの生理機能
や行動を制御している。なかでも成長、代謝、繁殖
は動物の生産性に直結していることから、この仕組
みの解明は生物学の発展とともに、食料生産の向上
のために重要である。また、ヒトの気分や代謝、体重
にも季節変化が見られるため、ヒトの冬季うつ病など
の克服にも貢献すると期待されている。人類は動物
が季節に適応する能力に魅了されてきたが、その仕
組みは謎に包まれていた。研究代表者はウズラ、ハ
ムスター、サクラマスなど、特徴的な季節応答を示
す動物を用いて、脊椎動物が春を感じる脳内情報伝
達経路を明らかにしてきた（図１）。しかし、動物が
様々な臓器を使って季節に適応する「臓器間ネットワ
ーク」の作動原理や、概日時計を使って日長を測定す
る「臨界日長」あるいは温度の変化に適応する「温
周性」の設計原理はいかなる生物においても未解明
である。本研究では、これら生物学に残された謎を
解明することを目的とする。また、その成果に立脚
して、季節適応を制御する革新的機能分子を創出す
ることで、動物の生産性の向上を図り、ヒトの季節性
疾患の克服に貢献することを目的とする。 

 
 

【研究の方法】 
研究代表者の研究の最大の特色は、解きたい謎を

解明するのに最も適したモデル動物に着目して解明
する点にある。今日、個別の臓器に焦点をあてた研

究から生体を一つの恒常性維持機構としてとらえて
理解することが期待されている。本研究ではまず、
ウズラとマウスを用いて季節適応を司る臓器間ネッ
トワークの作動原理を明らかにする。また、動物が
どのように日照時間や温度の季節変化を感知して適
応しているのかは明らかにされていないため、生息
する緯度によって異なる季節適応機構を示すことが
知られているメダカをモデル動物として、トランス
クリプトーム解析、ゲノムワイド関連解析を行い、
季節感知の設計原理を解明する。さらに、これらの
実験で得られた研究成果に基づき、計算化学者と合
成化学者とともに、革新的機能分子を開発し、脊椎
動物の季節適応を制御する。 
 

【期待される成果と意義】 
動物が季節の変化を感知して適応する仕組みは、

アリストテレス以来、2300年来の謎である。本研究
で、この謎を解明することができれば、生物学に大
きなインパクトを与える。また世界屈指の分子合成力
を推進力として、革新的機能分子を開発することが
できれば、動物の生産性の向上に貢献するとともに、
冬季うつ病などの季節性疾患の克服など、ヒトの健
康の増進にも貢献するため、農業、医療に大きな波
及効果を及ぼすことが期待できる。 
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図１ 脊椎動物が春を感じる情報伝達経路 


